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1. はじめに 

気候変動によって北海道内の大雨や短時間強雨の

頻度が増加することが予測されており、気候変動

を踏まえた氾濫リスクの評価は喫緊の課題である。

とくに、中小河川は降雨から流出までの時間が短

く、ピーク流量が大きいため、局地的・集中的な降

水によって氾濫が起こりやすい。また、都市河川で

は、氾濫により人命・財産の被害が大きくなりやす

い。そこで本研究では、札幌市の中小都市河川であ

る望月寒川（流域面積は 21.9km2だが、そのうち上

流の 6.13km2を研究対象とした）を対象として、温

暖化気候における氾濫リスクを評価する。 

 

2. 手法 

地球温暖化対策に資するアンサンブル気候予測デ

ータベース d4PDF[1]の領域実験を力学的ダウンス

ケーリングによって水平解像度 5 kmに変換したも

のを使用した。力学的ダウンスケーリングによっ

て得られた d4PDFの過去実験と将来実験（4℃上昇

実験）の 1時間降水量上位１%の値を比較し、極端

降水の降水量の増加率を調べた。望月寒川周辺の

複数地域の10分降水量の観測データにこの増加率

を乗じたものを温暖化気候における極端降水とし

た。 

本研究で用いた河川流出モデルは 3 段タンクモデ

ルである。同モデルは降水を入力値とし、タンク内

の貯留高を予報し、表面流出、表層流出、地下水流

出を算出するものである。流出孔の高さ、流出係数、

浸透係数は、遺伝的アルゴリズムを用いて、2014年

9月 11日の降雨と流量に最適になるように推定し

た。また、既存の H-Q 関係式より流量から水位に

換算した。 

 

3. 結果 

望月寒川の氾濫危険水位を超えた大雨であった

2014 年 9 月 11 日の降水を用いて流量の評価を行

った。図は 2014 年 9 月 11 日の望月寒川で観測さ

れた降水と水位（黒色）と、温暖化気候における降

水とその降水をタンクモデルに入力して得られた

水位（赤色）を示している。温暖化気候において降

水量の増加に伴ってより流出のピークが鋭くなっ

ている。本研究では、札幌市周辺の複数 AMeDAS点

の降水を用いて、同様に流出を評価し、気候変動下

における氾濫可能性を調べた。 
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図 (黒)2014年 9月 11日の望月寒川で観測された(線グラフ)降水と(棒グラフ)水位。(赤)温暖化気候想定

で同事例の降水を 1.4倍したものと、それをタンクモデルに入力して得られた水位。破線は氾濫危険水位。 
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